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東北電力株式会社 送配電カンパニー

Ｐ1

東北北部エリア電源接続案件募集プロセスの
対応について

資料１



Ｐ2今回のご報告事項

東北北部エリア電源接続案件募集プロセスに関連し，下記
について報告する

１．優先系統連系希望者の決定について

２．今後のスケジュール
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２．今後のスケジュール
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 ９月３日～５日に行った開札結果を受けて，入札負担金

単価が高い順に加えて，系統ＷＧにおいてご確認いただ

いた熟度基準枠や３電源優先枠を踏まえ，系統連系順位

を決定。

 系統連系順位に従い，

１．優先系統連系希望者の決定について

• 熱容量評価

• ５０万Ｖ送電線ルート事故等に対する東北系統の同
期安定性評価

を行った結果

優先系統連系希望者 ８５件，連系容量 ３５３万ｋＷ
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 新たな入札スキームの連系容量

優先系統連系希望者 ８５件，連系容量 ３５３万ｋＷ

・通常枠 ５３件，連系容量 ２６９万ｋＷ

・熟度基準枠 ９件，連系容量 ７７万ｋＷ

・３電源優先枠 ２３件，連系容量 ７万ｋＷ※

※３電源優先枠に該当する事業者 39件,連系容量12万kWのうち，通常枠に16件,５万kWが

入ったため残り23件全数が３電源優先枠に該当

１．優先系統連系希望者の決定について

電源種別 件 数［件］ 連系容量［万ｋＷ］ 入札件数［件］ 入札容量［万ｋＷ］

太陽光 ３ ２ ２３ ２８

陸上風力 ２７ １２７ ８９ ２７６

洋上風力 １５ ２１２ ２６ ４７６

その他再エネ
（バイオマス等） ４０ １２ ４１ １２

合 計 ８５ ３５３ １７９ ７９２

８月２９日入札締切時の応募状況
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 連系容量が３５０万ｋＷ程度となった理由

青森・秋田に風力発電（陸上・洋上）の連系量が多く，南

向きの潮流が重潮流となり，同期安定性の制約から決定

１．優先系統連系希望者の決定について
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Ｐ7１．優先系統連系希望者の決定について

第１３回系統ＷＧ(2017.12.12)での報告事項
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 非優先系統連系希望者 ９４件，連系容量 ４３９万ｋＷ

※今後，優先系統連系希望者となった他の応募者が連系等を希望し

ない場合等には，優先系統連系希望者となる可能性があります。

その際には別途ご連絡いたします。

また，非優先系統連系希望者のまま本プロセスが完了した場合，

当該事業者が行った本プロセスにおける全ての行為（接続検討申

込み，契約申し込み等，応募，入札等）は，本プロセス完了後に

無効となります。

１．優先系統連系希望者の決定について

 入札を行った全ての事業者に対し，１１月３０日に優先

系統連系希望者あるいは，非優先系統連系希望者に選定

されたことを通知。
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 本プロセスの減額補正について

１．優先系統連系希望者の決定について

 現時点で，優先系統連系希望者の入札負担金および一般負担額の合

計が入札対象工事費を上回っていることから減額補正となる見込み。
（減額補正の限度は，入札額と一般負担額の合計まで。）

 ただし，優先系統連系希望者が辞退すること等により，減額補正額

が小さくなる場合がある。

 また，詳細な補正額については，本募集要領に基づき，工事費負担
金契約の締結時において当該優先系統連系希望者にお知らせする。

・本プロセスは，基幹ループ系統の増強工事に対し，その増強費用の入札に
よって優先系統連系希望者を決定しているが，事業者にとっては入札負担
金の他，ローカル系統での増強費用も含め，事業性を判断することになる。

・辞退者による検討の繰り返しが発生した場合，本プロセスは都度，連系可
能量の算定に伴い基幹ループ系統の同期安定性の検討が必要なため，通常
の募集プロセスに比べて時間を要する。

・そこで，事業者に対し事業予見性に資する情報を提供することが，円滑な
プロセスの実施に資するものと考える。このため，本プロセスでは個々の
事業者の不利益が生じない範囲において，現時点で確認できた情報につい
ては，広く公表することとしたい。



Ｐ13１．優先系統連系希望者の決定について

東北北部エリア電源接続案件募集プロセス 募集要領

 本プロセスでの減額補正のイメージ

・再接続検討では，入札対象工事
に係る当該系統連系希望者の一般
負担額とその他供給設備工事の一
般負担額の合計額に対し，一般負
担の上限額を踏まえて工事費負担
金を算定する。
・当該優先系統連系希望者の一般
負担分まで減額補正される場合，
減額後の一般負担分とその他供給
設備工事の一般負担分を合計して，
工事費負担金を算定することにな
る。
・なお，合計した一般負担額が一
般負担の上限額を超過した分は特
定負担となる。



Ｐ14１．優先系統連系希望者の決定について

東北北部エリア電源接続案件募集プロセス 募集要領

 工事費負担金の算定イメージ

再接続検討では，
入札対象工事に
係る当該系統連
系希望者の一般
負担額とその他
供給設備工事の
一般負担額の合
計額に対し，一
般負担の上限額
を踏まえて工事
費負担金を算定。
（入札対象工事
の補正分は、詳
細な補正額が算
定される工事費
負担金契約時に
見直し。） ※(  )内は一般負担の上限額

見直し後の金額を示す

(１２億円)

(０.８億円)

(１２.８億円)

4.1
(見直し後)

発電事業者Ｃの諸元
・電源種別：一般水力
・一般負担金単価：３万円/kW（見直し後４.１万円/kW）
・その他供給設備：上位２電圧の変圧器の増強工事（全額一般負担）

発電事業者Ｃの工事負担金詳細
・(5.7-4.2)×8万kW＝12億円(入札対象工事分)
・(4.2-4.1)×8万kW＝0.8億円(一般負担の上限超過額分)



Ｐ15１．優先系統連系希望者の決定について

 減額補正に関する入札説明会での質疑応答

東北北部エリア電源接続案件募集プロセス 入札説明会における質問事項
http://www.occto.or.jp/access/process/tohoku/files/180810_tohokuhokubu_qa.pdf

（青森会場No.24）
Q：入札対象工事の工事費負担金の減額補正について，今回一般負担の上限額が４．
１万円／ｋＷに見直されたが，減額対象は見直し前と同様に一般負担額も含まれる
との理解で良いか。

A：一般負担額の部分も減額補正の対象となる理解で問題ない。

（秋田会場No.16）
Q：入札対象工事費である約１，２７２億円が全額一般負担であった場合，負担金は
基本的に事業者へ全額戻ってくるという理解で良いか。また，事業者の負担金の一部を
ローカル系統へ充当するとの説明があったが，その意味を確認したい。

A：事業者様の入札負担金によって一般負担分と特定負担分に分けられ，・・・(省略)・・・。
さらに，入札対象工事における一般負担額が一般負担の上限額に満たない場合で，
ローカル系統においても一般負担分の支払いがあれば，そちらにも一般負担の上限額
の範囲が適用されることになる。
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東北北部エリア電源接続案件募集プロセス 入札説明会資料

＜参考＞ 新たな入札スキーム導入後の基本的な進め方
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東北北部エリア電源接続案件募集プロセス 入札説明会資料

＜参考＞ 新たな入札スキーム導入後の基本的な進め方
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１．優先系統連系希望者の決定について

２．今後のスケジュール



Ｐ20２．今後のスケジュール

 再接続検討結果の回答

 優先系統連系希望者の決定後，全ての優先系統連系希

望者について再接続検討を実施し，２０１９年３月下

旬頃に回答する予定。

 再接続検討にあたっては，「局所的ループ系統」，

「放射状系統」に対しては，「Ｎ-１電制」を最大限

活用することで，合理的な設備形成をはかっていく。

 詳細な検討は今後行うが，大規模なハブ変電所を建設

しての連系はない見込み。

 暫定連系を希望する優先系統連系希望者に対し，暫定

連系対策についても回答する予定。



Ｐ21３．今後のスケジュール

今後のスケジュール(予定)

・入札の受付開始 ２０１８年７月２３日

・入札の受付締切 ２０１８年８月２９日

・第１次保証金の振込期限 ２０１８年８月３０日

・開札 ２０１８年９月３日～９月５日

・優先系統連系希望者の決定
・再接続検討の開始

２０１８年１１月３０日

・再接続検討結果の回答 ２０１９年３月下旬頃

・再接続検討の結果を踏まえた共同負担意思の確認
・第２次保証金の振込期限
・工事費負担金補償契約の締結
・本プロセスの完了
・本プロセスの結果公表

２０１９年４月上旬頃
～５月下旬頃
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